












































































































件数 冊数 件数 冊数
1
H22 H22. 6～ ○ 5 1,000
9 1,400
H23 東京大学駒場図書館 4 400
2
H22 H22. 8～ ○ 3 600
6 998
H23 大阪教育大学附属図書館 3 398
3
H22 H22. 8～ ● 1 200
3 500
H23 上智大学女性研究者支援事務局 2 300
4 H22
H22. 10～H23. 3 ○




1 50 1 50
中央区立女性センター
6
H22 H22. 10～ ● 1 200
2 351
H23 十文字学園女子大学 1 151
7
H22 H22. 10～ ○ 3 600
6 1,199
H23 京都大学　附属図書館 3 599
8
H22 H22. 11～ ○ 2 400
4 800
H23 奈良教育大学学術情報研究センター図書館 2 400
9
H22 H23. 1～ ○ 1 200
4 800
H23 九州大学附属図書館 3 600
10
H22 H23. 1～ ○ 1 200
3 600
H23 北海道大学北図書館 2 400
11
H22 H23. 1～ □ 1 200
3 599
H23 札幌市男女共同参画センター 2 399
12 H23
H23. 4～ ○

























































件数 冊数 件数 冊数




公立大学 （◎） 0 0 0
私立大学 （●） 2 2 400
女性関連施設 （□） 2 2 250
その他機関 （■） 0 1 0




公立大学 （◎） 1 1 100
私立大学 （●） 4 5 725
女性関連施設 （□） 2 3 449






















項目 和 洋 計
図書資料
図書 （冊） 71,444 21,820 93,264
地方行政資料 （冊） 25,069 8 25,077
計 （冊） 96,513 21,828 118,341
逐次刊行物
雑誌 （誌） 3,138 719（60ヵ国） 3,857
新聞 （紙） 74 1 75
その他
新聞切り抜き （件） 303,610 ― 303,610
ＡＶ資料 （種） 145 4 149



















































BOOKS（Gender Equality: No-nonsense Knowledge and Information）コーナー
には、NWEC図書パッケージ貸出サービスの図書100冊（２ヵ月で入れ替え）
の隣に、その後、東京大学総合文化研究科の教員、院生、学生の選書による
購入図書が並んでいる。
また東京大学の他に、青森中央学院大学も図書館内に男女共同参画図書
コーナーの設置に向けて、東京大学駒場図書館と同様の手法をとった。
この大学図書館内の男女共同参画図書コーナーの設置は、NWEC図書パッ
ケージ貸出サービスの広報にも効果を上げている。本年度の新規利用機関の
中には、東京大学駒場図書館見学者の所属機関からの申し込みがある。
このサービスの広報は、平成22年度から国立大学図書館協会総会（平成22
年６月）やNWEC主催事業「大学・研究機関のための男女共同参画推進研修」
（平成22年６月）はもちろんのこと、外部セミナー等に参加した時々に紹介す
るなど 、地道な広報活動を継続している。
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Ⅳ　NWEC研究報告
東京大学駒場図書館GENKI BOOKSコーナー（平成22年度開始当時）
　現在は、この右側の書架に東京大学総合文化
研究科の教員、院生、学生の選書による購入図
書が並んでいる。
東京大学駒場図書館HPの広報　http://lib.c.u-tokyo.ac.jp/
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第13章　NWEC図書パッケージ貸出サービス１年半
第４図　サービス開始時のチラシ
第５図　改訂した現在のチラシ
http://www.nwec.jp/jp/data/pkgchirashi201110-1.pdf
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大学内の複数部署の連携
大学内で男女共同参画推進を担当する部署である男女共同参画推進室と大
学図書館の連携にも、NWEC図書パッケージ貸出サービスは活用されてい
る。
大学内での企画等として、男女共同参画推進室の提案がきっかけとなっ
て、NWEC図書パッケージ貸出サービスの利用を開始した大学には、岩手
大学、埼玉大学、豊橋技術科学大学、山形大学、香川大学がある。
なお、独立行政法人科学技術振興機構「女性研究者支援モデル育成」に採
択された大学で、NWEC図書パッケージ貸出サービスを利用及び利用予定
の大学は、次の11機関である。
平成22年度採択中　岩手大学、香川大学、大阪府立大学
平成21年度採択中　長崎大学、山形大学、上智大学、筑波大学
平成20年度採択中　なし
平成19年度採択中　東京大学、九州大学
平成18年度採択中　京都大学、北海道大学
また、大阪教育大学、埼玉大学、豊橋技術科学大学は、上記「モデル育成」
に採択されてはいないが、男女共同参画推進室がNWEC図書パッケージ貸
出サービスを支持し、図書館で利用する機関である。
様々な大学の男女共同参画推進室は、「研究者のすそ野の拡大」を大きな
目的とし、大学図書館と協力して、大学内での男女共同参画事業を進めてい
る。
学部の授業等との連携
埼玉大学、青森中央学院大学、創価女子短期大学へは、大学の授業や公開
講座、ワークショップとの連携・支援も行っている。特に埼玉大学では、授
業のコマの中にNWEC理事による男女共同参画についての国際的・国内的
動向についての講義のほか、NWEC情報課職員による「専門情報を使う」、
「男女共同参画統計を学ぶ～女性と男性に関する統計データベースを使う」
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という情報リテラシー・情報検索の講義を実施した。この講義の中で、学生
は現場の専門家による概論をはじめ、パソコンを実際に操作しながらレポー
ト作成のための専門データベースからの情報収集・選択の方法、統計データ
の活用について学ぶことができる。
６　NWEC図書パッケージ貸出サービスが目指すもの
このサービスで目的としたことは、若い世代の男女に「男女共同参画」と
いう言葉を身近にすることである。そのテーマに関する図書や情報を身近に
おくために、まず、若い世代の男女（大学生）が学習、研究という学生生活
の中で必須の存在である大学図書館と連携できたことは有難いことである。
大学にある学習以外の図書、社会生活（特に「男女共同参画」）の知識につ
ながる情報を得られる図書が、いつも勉強に使っている図書館にある。学
習、専門の研究書とは違うタイプ、内容の図書が、すぐに手に取れるところ
にあるという環境を作り、その中から日常の学生生活の中で普通に男子学生
も女子学生も「男女共同参画」を知る効果を期待したものである。
また、さらに「男女共同参画」について、もっと知識や情報が必要なとき
に、国立女性教育会館の存在を記憶に残す効果を期待している。
埼玉大学連携授業「男女共同参画社会を考える」
http://syllabus.saitama-u.ac.jp/SAITAMA/Syllabusapp/Lecture.aspx?lct_year=2011&lct_cd=X39027
第２回授業（４月20日）、
第３回授業（４月27日）於　埼玉大学
第11～12回授業（６月25日）
　　　於　NWEC情報センター
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このために、NWEC図書パッケージ貸出サービス開始時には、必ず「は
じめまして国立女性教育会館女性教育情報センターです」の自己紹介ポス
ターを展示し、NWEC施設案内等を配置し、NWECの施設や事業の紹介に
努めている。
第２期中期目標・中期計画の最終年度であった平成22年度からNWEC図
書パッケージ貸出サービスを試行として、企画し実施した。平成23年度から
の第３期中期目標・中期計画期間は、男女共同参画やジェンダー学関係の授
業支援・論文作成支援向けとして、情報リテラシー教育（情報収集の方法や
活用）と連携する企画をひとつのモデルとして検討している。
また、地域での連携を支援するプランも次のように検討している。例え
ば、現在、北海道では、北海道大学、札幌市男女共同参画センター、北海道
教育大学がNWEC図書パッケージ貸出サービスを利用している。現在は、
それぞれがNWEC図書パッケージ貸出サービス利用機関であるが、近い将
来、地域で女性関連施設と大学が連携して、地域内の新たなネットワークと
して、同様なサービスを展開するきっかけにならないか、と考えている。
第６図　自己紹介ポスター　
　　　　http://www.nwec.jp/jp/data/intro1.pdf
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７　今後の展開
NWEC図書パッケージ貸出サービスの提供により、NWEC情報センター
は資料収集方針の変更（重点化）による図書の収集、図書の利用状況を把握
するための管理ツールの検討、提案、実証実験の実施など、新たな検討課題
がある。とりわけ、利用状況の把握と企業へのサービス展開については、次
のとおり検討と実践を進めている。
利用状況の把握
各利用機関での貸出状況の把握は、実際に貸出が実施可能な機関にのみ、
貸出統計の提供を依頼している。貸出統計をNWECに提供できる機関は、
現在のところ３大学のみである。その他の機関は、図書館内での閲覧のみの
利用に制限している。
この館内閲覧に制限している図書館に着目し、平成23年10月より東京大学
駒場図書館に帝人ファイバー社のレコピックという書籍管理システムを実証
実験として導入した。これは書棚にUHFのアンテナシートを敷き、図書に
ICタグを張り、図書が手に取られた数をカウントしたり、書棚から離れて
いる時間を計測するシステムである。これによって、今まで館外貸出手続き
でしか利用度が測れなかった図書の図書館内での利用を客観的なデータとし
て入手し、分析することが期待できる。
今後、このシステムの実証実験をすでに導入している他大学、協力可能な
機関と連携して、さらに利用状況の把握を拡張することができれば、データ
としての利用者ニーズの把握により、NWEC情報センターの資料収集方針
重点化のための貴重な情報が得られると考える。
企業へのサービス展開を目指して
平成24年度の事業拡大にむけて、NWEC図書パッケージ貸出サービスの
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企業への提供を考え、いくつかの企業の担当者との面談を始めている。
その中で気づいたことが、いくつかある。まず、広報チラシの内容に費用
負担など責任に関することを簡単に明記すること。次に企業内では、単なる
「男女共同参画」のための学習支援ではないことから、NWEC図書パッケー
ジのテーマにするキーワードを今まで以上に担当者と打ち合わせ、明確かつ
企業の男女共同参画やダイバーシティの方針に沿ったものに練り上げること
である。
しかし、もっと単純かつ明確な問題として、企業内でNWEC図書パッケー
ジの図書を展示する場所・設備の確保が難しいことがある。これまで
NWEC図書パッケージ貸出サービスを利用している大学や女性関連施設に
ある図書館と違い、すべての企業に図書の無断持ち出しを管理するブック
ディテクションシステム等があるとは限らない。また、企業の図書館または
資料センターは、その企業の目的に沿った資料を収集する専門図書館である
ことから、そこに「男女共同参画」図書コーナーを設置するためには、企業
内での調整期間も必要のようである。
このことは、企業でNWEC図書パッケージ貸出サービスが活用されるた
めに、企業の専門図書館内以外に、企業のスタッフがもっと気軽に手に取れ
る場所へ図書を貸し出す場合について、NWECでの検討が必要である。
男女共同参画社会形成へ向けて、NWECは様々な事業において、不断の
努力を続けていく。その中で、NWEC情報センターの新しいこの事業を全
国に広げ、必要とされる情報を必要な方へ提供できる環境整備への支援、賛
同、協力をいただきたいと考えている。
（いちむら・さくらこ　国立女性教育会館情報課長）　
